





































ルが記載されている 29 冊の文献を選定した。また、体育 ･ スポーツ書解題に記載されていなかった文
献でありながら、野球型種目のルールの記載がみられ 8 冊を新たに発掘し、加えて取り上げることとし
た（表 1）。なお『學校球技全集』の第 5 編、第 6 編は 1931 年に発行されており、第 1 編の発行年であ
















































































現代の野球やソフトボールは本塁 1 つと走塁（ランベース）3 つの計 4 つの塁でダイヤモンドを形成
しているが、塁の数が 4 つ（図 5）のものだけでなく、2 つ（図 6）、3 つ（図 7）、6 つ（図 8）のもの
もみられた。
図 5．塁の数が 4 つの例
キッツンボール
（『少女運動競技の仕方』p.227）





図 7．塁の数が 3 つの例
キックボール
（『興味ある競技遊戯』p.26）












































































写真 1．バウルクラブボール 写真 2．パンチボール
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